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本研究は複雑形状部品の表面に微細構造を高精度，かつ高能率に創成することを目的と

し，フライス加工に適用可能な回転形工具サーボを提案すると共に，構築した工具サーボを

加工系に組込むことにより，加工中の切込み量の制御と加工力の検出を実現可能な回転主軸

系を実現している．具体的には無接点駆動が可能な超磁歪素子をアクチュエータとして組込

んだ非接触構造の高速工具サーボを構築し，回転工具の切込み量制御を高精度かつ高応答に

実現している．また，アクチュエータとした超磁歪素子を加工力検出のためのセンサとして

も活用している．さらに，一連の実切削加工試験により，提案した方法の妥当性および有用

性を確認している． 

 


